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1. 諸言  

２０１１年に発生した東日本大震災では、液状化対策をしていない

地域で地震の揺れは免れた家がその後の液状化によって大きく傾く被

害や、噴砂現象がみられた 1）。液状化の判定を精度良く行うためには、

低応力の定体積試験を行う必要がある。そこで高知高専では、三軸試

験に比べ試験機の構造が簡単である一面せん断試験の長所に加え、定

応力・定体積試験を行える低応力型一面せん断試験機を開発した。本

研究では、定応力試験を実施し、試験の再現性を確認し、次に定体積

試験を実施し試料密度の影響や超低応力下で試験を行い、実験方法の

精度向上方法について検討した。   

2. 定体積試験  

2.1 実験条件                                                 

昨年度の試験結果と今年度の試験結果を比較し、試験のプログラムを           

変更したことによって改善点が現れたかを確認する。表 1 は今年行った 

実験ケースの一覧である。試験の条件は表 2 に記載する。間隙比 e=0.74

の場合の相対密度は Dr=57.7％、間隙比 e=0.84の場合の相対密度は

Dr=30.2％で圧密応力は 50KPa～200KPaである。昨年度の試験により

ゴム板を入れた場合よりも入れない場合が高い精度になったため、定体

積試験はゴム板を入れないで行う。 

2.2 試験結果 

図 1 に今年度の e=0.84の試験結果を示し、図 2に昨年度の e=0.84の

試験結果を示す。図 3 のようにせん断時に反力側の変位が±0.01以内で

制御されるようになった。                            

      

           

  

図 2 定体積試験昨年度 

試験結果 e=0.84 

表２ 実験条件 

図 1 定体積試験今年度 

試験結果 e=0.84 

表 1 試験実験ケース 
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次に、間隙比 e=0.74、相対密度Dr=57.7％の試験結果を図 6に、

昨年度の試験結果を図７に示している。試験結果と比較してみる

と、Φcu が 33.2°から 36.9°になっている。原理的には絶乾状

態であるためΦCU＝Φdとなるはずである 2)。昨年度は e=0.74

の時のφが 33.2°と上昇しなかった。今年度はプログラムを変更

したことにより、φが 36.9°に改善され、より高い制御で実験を

行うことができるようになった。 

3 .超低応力状態の定体積試験 

3.1 試験条件 

 超低応力状態の定体積試験は圧密応力条件を 25kPa に変更

し、 

他は同条件で試験を行った。なお昨年度の実験データがとして

は、30ｋPaのデータを元に比較している。                     

3.2 試験結果                            

 図 6 が試験の圧密段階時、図 7 にせん断段階時の試験結果を

示す。図 6 より、昨年の圧密時のデータと今回のデータを比較

してみると圧密応力と軸応力の振れ幅が減少している。図 7 よ

りせん断応力が 40kPa、圧密応力 50kPa と低い応力で制御が

できている。これらはプログラムの変更により、精度よく制御

できているためであると考えられる。荷重計や変位計をより精

度が高いものに変更するとさらに精度が上がると考えられる。 

4.結論 

 定応力試験では、去年の試験結果と同等の得られたため、試

験結果が試験の再現性が確認できた。また、定体積試験では

昨年度からプログラムを変更したことにより精度の高い試験

を行うことができるようになった。 

超低応力状態の定体積試験は昨年度よりも精度の高い結果

となり超定応力状態でも正確な実験を行うことができるよう

になった。 
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 図 6 定体積試験超低力状態圧密時 

図 5 定体積試験前年度 

試験結果 e=0.74 

図 3 反力制御例 e=0.84 

圧密応力 50KPa時 

図 4 定体積試験今年度 

試験結果 e=0.74 

図 7 定体積試験超低力状態せん断時 
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